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１ 生涯スポーツの概要 

    国民のスポーツ活動に対する関心が高まり、地域社会におけるスポーツ活動が活発となり、いつ

でも、どこでも、いつまでも、それぞれの体力や年齢、技術、興味・関心・目的に応じて、手軽に

楽しく、しかも継続的にスポーツに親しむことができる環境づくりが強く求められている。 

    このようにスポーツ活動が盛んになってきた背景には、 

    ①  国民の生活意識の変化と生活水準が向上したこと。 

    ②  健康づくりブームの高まりにより、健康生活のために適度な運動習慣が必要であることが認

　　　識されはじめてきたこと。 

    ③  「地域づくり」の視点から、スポーツを通じて新しい地域コミュニティーづくりと、地域住

民と生涯スポーツ関係機関・団体とが積極的にスポーツ活動を推進してきたことなど、さまざ

まな要因が考えられる。 

    今後、こうした現状と背景を十分把握した上で、総合型地域スポーツクラブの組織化の推進、施

設の整備、指導者の養成と指導体制の強化、スポーツ活動や行事の内容の充実、体育・スポーツの

調査研究機関の業務推進、スポーツに関する情報提供、生涯スポーツ関係団体の育成支援など、総

合的な視野に立ったスポーツの推進に繋がる環境整備を一層推進し、「地域の実情に応じたスポーツ

の推進」を図ることが重要な課題となっている。 

 

２ 生涯スポーツ指導体制 

    県民の多様化するスポーツニーズに応え、個人のスポーツ活動はもとより、広く地域住民の自主

的スポーツ活動を積極的に促進し、生活の中に浸透させていくためには、行政組織の充実、各種ス

ポーツ指導者の養成・活用等、指導体制の確立を図り、スポーツに親しむ県民を増やす取組みが必

要である。 

 

（１）派遣社会教育主事（スポーツ担当）　　※過去の取組 

      市町村の社会体育行政を充実するため、昭和５０年度から国の補助を受けて県教育委員会事務

局職員のうち、体育・スポーツを専門に担当する社会教育主事（スポーツ担当）を市町村教育委

員会に派遣してきたが、平成１０年度から国庫補助の廃止に伴い、市町村の状況や他県の状況を

見極めながら、年次的に縮減の方向で検討し、平成２２年度より廃止となった。 

      これまでの市町村教育委員会への配置状況は次のとおりである。 

      ○平成１８年度（３市２町１村）南房総市、山武市、旭市、神崎町、鋸南町、印旛村 

      ○平成１９年度（１市２町１村）南房総市、神崎町、鋸南町、印旛村 

○平成２０年度（１町１村）　　本埜村、東庄町 

○平成２１年度（１町１村）　　本埜村、東庄町 

 

（２）市町村生涯スポーツ主管課・係 

      地域住民の日常生活における体育・スポーツ活動を促進するためには、市町村の体育・スポー

ツ行政の機構と生涯スポーツ担当職員を整備充実することが重要な課題となっている。 

 

 

 

Ⅱ　生 涯 ス ポ ー ツ
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     　　　　　　　　　　　　　　生涯スポーツ主管課・係設置状況 　　　 　　　 R05.4.1調査 

主管課設置数 市　　町　　村　　教　　育　　委　　員　　会

生涯学習課 １７ 白井市、酒々井町、富里市、栄町、香取市、多古町、匝瑳市、 
大網白里市、白子町、長柄町、長南町、長生村、大多喜町、いすみ市、
南房総市、富津市、勝浦市

スポーツ振興課 　５ 流山市、八街市、東金市、山武市、袖ケ浦市

スポーツ課 　２ 松戸市、館山市

文化・スポーツ課 　３ 我孫子市、鎌ケ谷市、八千代市

教育課 　４ 東庄町、一宮町、睦沢町、芝山町

体育振興課   ２ 旭市、君津市

その他 １１ 習志野市、船橋市（生涯スポーツ課）、浦安市(市民スポーツ課）、 
四街道市（スポーツ青少年課）、銚子市（社会教育課）、 
横芝光町(社会文化課)、茂原市（体育課）、鋸南町（B&G海洋センター）、
神崎町（社会体育係）、九十九里町（社会教育係）、御宿町（社会教育班）

市　教　育　委　員　会　以　外

部局 １０ 千葉市（市民局生活文化スポーツ部スポーツ振興課） 
市川市（文化スポーツ部スポーツ課） 
佐倉市（健康こども部生涯スポーツ課） 
成田市（シティプロモーション部スポーツ振興課） 
鴨川市（建設経済部スポーツ振興課） 
木更津市（健康こども部スポーツ振興課） 
印西市（健康子ども部スポーツ振興課） 
野田市（自然経済推進部スポーツ推進課） 
柏市　（地域づくり推進部スポーツ課） 
市原市（地方創生部地方創生課）

       計 ５４        

（３）スポーツ推進委員（旧体育指導委員） 

      スポーツ基本法の施行（H23.8.24）に伴い体育指導委員がスポーツ推進委員と名称変更された。 

＜スポーツ基本法＞

 （スポーツ推進委員）

 第三十二条　市町村の教育委員会（特定地方公共団体にあっては、その長）は、当該市町村にお

 けるスポーツの推進に係る体制の整備を図るため、社会的信望があり、スポーツに関する深い関

 心と理解を有し、及び次項に規定する職務を行うのに必要な熱意と能力を有する者の中から、ス

 ポーツ推進委員を委嘱するものとする。

 2　スポーツ推進委員は、当該市町村におけるスポーツの推進のため、教育委員会規則（特定地方

 公共団体にあっては、地方公共団体の規則）の定めるところにより、スポーツの推進のための事

 業の実施に係る連絡調整並びに住民に対するスポーツの実技の指導その他スポーツに関する指導

 及び助言を行うものとする。

3　スポーツ推進委員は、非常勤とする。
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     令和５年度千葉県市町村別・地区別スポーツ推進委員数（令和５年７月１日現在） 　

　 番号 市町村名 委員数 番号 市町村名 委員数 番号 市町村名 委員数

 １ 千 葉 市 ４８５ ２０ 富 里 市   １３ ３９ 長 柄 町    １０

 ２ 市 原 市   ８２ ２１ 栄    町   １２ ４０ 長 南 町    １２

 ３ 船 橋 市 １８９ ２２ 白 井 市   １９ ４１ 睦 沢 町    １５

 ４ 市 川 市   ８２ ２３ 香 取 市   ５４ ４２ 長 生 村    １３

 ５ 習志野市   ５３ ２４ 神 崎 町   １２ ４３ 勝 浦 市    １２

 ６ 八千代市   ２０ ２５ 東 庄 町   ２０ ４４ 大多喜町      ８

 ７ 浦 安 市   ２５ ２６ 多 古 町   １５ ４５ 御 宿 町      ８

 ８ 松 戸 市 １０２ ２７ 銚 子 市    ２４ ４６ いすみ市    ２１

 ９ 柏    市   ４６ ２８ 旭    市    ３０ ４７ 館 山 市    ２２

１０ 野 田 市   ４１ ２９ 匝 瑳 市    １８ ４８ 鴨 川 市   ２４

１１ 流 山 市   ２０ ３０ 東 金 市    ２４ ４９ 鋸 南 町　   １２

１２ 我孫子市   ２３ ３１ 山 武 市    ２５ ５０ 南房総市    ３４

１３ 鎌ケ谷市   ３２ ３２ 大網白里市   １９ ５１ 木更津市    ２７

１４ 佐 倉 市   ３０ ３３ 九十九里町   １５ ５２ 君 津 市    ３０

１５ 成 田 市   ３８ ３４ 横芝光町　   １４ ５３ 富 津 市    ２６

１６ 四街道市   　８ ３５ 芝 山 町    １５ ５４ 袖ケ浦市    ２０

１７ 八 街 市   １５ ３６ 茂 原 市    ２２

１８ 印 西 市   ２８ ３７ 一 宮 町    １０

１９ 酒々井町   １８ ３８ 白 子 町    １３ 計　　　２，００５

 

（４）生涯スポーツ指導者の養成・研修事業 

 　 ア  千葉県生涯スポーツ公認指導員等養成講習会 

      　県民の多様化するスポーツ活動のニーズに応えるため、幼児から高齢者までの一般地域住民 

 に指導のできる資質をもった指導者の養成・確保が重要である。このため、昭和５５年度から 

 社会体育指導者養成講習会を開催し、一般県民にスポーツの実技指導やスポーツクラブの育成 

 を図れる指導者を養成してきた。 

        昭和５７年度からは、この講習会の内容を一段と充実させ、「県社会体育公認指導員認定要綱」

  に基づいて指導者を養成し、平成２４年度末までに１、４５４人の公認指導員を認定している。 

      平成４年度から平成２０年度までこの講習会を「千葉県スポーツプログラマー等養成講習会」 

  とし、地域におけるスポーツ推進事業担当者や基幹的なスポーツ施設におけるスポーツ相談等 

  の担当者及び地域スポーツ指導者を対象としてスポーツプログラマーを養成し、平成２０年度 

  末までに２８４人のプログラマーを養成した。　　　　 

　　　  令和５年度は、日本スポーツ協会公認資格である「コーチングアシスタント養成講習会」を

９月１０日（日）に開催する予定である。  

 　イ  生涯スポーツ指導者の研修 

　千葉県認定スポーツ指導者研修会 

千葉県スポーツプログラマー、千葉県生涯スポーツ（社会体育）公認指導員、千葉県スポー

ツリーダーのそれぞれの認定要綱に基づいて養成した資格取得者を対象に各種情報の提供や生

涯スポーツ指導者としての資質の向上を図ることを目的とし、地域のスポーツ活動ならびに地

域コミュニティの活性化の原動力となって活躍できる指導者の育成を図ることを目的として実

施している。認定及び認定更新の申請手続きを終了し、認定・認定更新が認められた資格者に

対して認定証の授与を行う。 

令和５年度は、令和６年１月２８日（日）に千葉県総合スポーツセンター内スポーツ科学セ

ンターで開催する。 

   ウ  県スポーツ推進委員研究大会 
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千葉県下のスポーツ推進委員が一堂に会し、当面する生涯スポーツの諸問題について、研究討

議し、スポーツ推進委員の資質向上と地域における体育・スポーツ・レクリエーションの振興に

寄与する事を目的に、各地区持ち回りで実施している。 

　　　 令和５年度の事業概要は次のとおりである。 

         ○期　日   令和６年１月２１日（日） 

         ○場　所   八千代市市民会館　 

         ○対　象   県内各市町村スポーツ推進委員 

         ○内　容   表彰式、講演、研究協議 

 　エ  体力・運動能力調査講習会 

文部科学省の体力・運動能力調査における新体力テスト調査（２０歳～６４歳対象、６５歳～

７９歳対象）の安全な実施方法や活用の仕方について研修する。 

令和５年度の事業概要は次のとおりである。 

         ○期　日   令和５年５月１１日（木） 

         ○場　所　 千葉県総合スポーツセンター(スポーツ科学センター　研修室・アリーナ) 

         ○対　象   各教育事務所指導主事（保健体育担当）、各市町村生涯スポーツ主管課担当者 

                    各市町村測定員  

         ○内　容   講義「新体力テストの実施方法及び活用について」 

 　オ  スポーツ推進委員視察派遣 

スポーツ推進委員連合会（旧千葉県体育指導委員連合会）では、社会体育の活動状況と体育施

設等の現状を調査し、今後の本県における社会体育の推進に寄与することを目的として、昭和 

　　 ５５年度からスポーツ推進委員等の視察派遣事業を実施している。 

県では、この事業に対しての助成を平成１１年度まで行ってきた。平成１２年度からは、千葉

県体育指導委員連合会事業（現スポーツ推進委員連合会事業）として行ってきたが、平成３０年

度をもって、本事業は終了した。 

なお、これまでの視察先と派遣人数は次のとおりである。
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年度 視　　　　察　　　　先 県スポ推連派遣人数

１５ 北海道札幌市(生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2004)              ５

１６ 富山県富山市(生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2005) ３

１７ 熊本県熊本市(生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2006) １

１８ 福島県郡山市(生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2007) ２

１９ 広島県広島市（生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2008） ２

２０ 東京都新宿区（生涯ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ2009） ４

２１ 埼玉県さいたま市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ全国会議2010） ７

２２ 神奈川県横浜市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2011） ５

２３ 秋田県秋田市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2012） ４

２４ 宮崎県宮崎市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2013） ３

２５ 山口県山口市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2014） ４

２６ 岩手県盛岡市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2015） ６

２７ 福島県郡山市（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2016） ４

２８ 宮城県（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2017）         ２

２９ 広島県（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2018）         ２

３０ 徳島県（生涯ｽﾎﾟｰﾂ・体力つくり全国会議2019）         ２

 

　 カ  市町村生涯スポーツ（社会体育）担当者研修会 

    　 市町村の生涯スポーツ（社会体育）担当職員等が、生涯スポーツの振興に関する諸問題につい

て研修を深めるとともに、担当者の資質の向上を図る目的で市町村生涯スポーツ（社会体育）担

当者研修会を開催する。 

        ○期　日      令和５年５月１６日（火）   

        ○会　場      千葉県総合スポーツセンター　スポーツ科学センター３階第１研修室 

        ○対　象      各市町村生涯スポーツ（社会体育）主管課担当者 

                      各教育事務所指導主事（保健体育担当） 

        ○人　数      ６０名程度 

        ○内　容      事業説明「令和５年度の生涯スポーツ振興課事業等について」 

 

　（５）千葉県広域スポーツセンター事業 

        生涯スポーツ活動の環境整備に向けて、地域住民の誰もが参加でき、地域住民が自主的に運 

営する「総合型地域スポーツクラブ」を育成するため、教育庁体育課スポーツ推進室に「千葉

県広域スポーツセンター」を設置し、千葉県体育協会と連携しながら、クラブ設立・育成・定

着に向けた各種事業を展開している。 

        令和５年度の事業概要は次のとおりである。 

        　ア．総合型地域スポーツクラブの育成・定着の支援 

         　　・育成支援講師等の派遣　・訪問事業　・ミニ集会の開催 

　　　　　　 ・スポーツで元気いっぱい親子体験イベント　・スポネットちば（交流大会）の開催 

    　    イ．スポーツ指導者の養成・活用 

      　　   ・クラブマネジャー養成講習会　 ・スポーツ指導者の活用・紹介 
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    　    ウ．スポーツ情報提供 

      　　   ・ホームページによる情報提供　 ・継続的な実態調査の実施　 

　　　　　   ・各種広報活動 

   　　　 運営組織図 

千葉県環境生活部スポーツ・
運営協議会 文化局生涯スポーツ振興課 事務局会議

 
千葉県広域スポーツセンター 
 
　(総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ設立･育成)

 

　総合型地域スポーツクラブ

（６）千葉県スポーツ推進審議会 

      千葉県スポーツ推進審議会は、スポーツ基本法第３１条並びに県スポーツ推進審議会条例第１

条の規定に基づいて設置し、千葉県体育・スポーツ推進計画を策定するとともに、その進捗状況

や本県のスポーツの推進に関する重要事項等について調査審議を行うものである。 

      本審議会において、令和４年度から令和８年度にわたる５年間を見据えた体育・スポーツの方

向性を示す「千葉県体育・スポーツ推進計画」策定に向けて審議し、県教育委員会が令和４年３

月に第１３次「千葉県体育・スポーツ推進計画」を策定した。 

　　　今年度は、第１３次「千葉県体育・スポーツ推進計画」の点検・評価等について審議するため

に、審議会を次のとおり開催する。 

    ＜令和５年度＞ 

開催年月日 内　　　　　　　容

　令和５年　７月２４日（月） １　第１３次「体育・スポーツ推進計画」令和４年度点検・ 
 　　評価（正式版）及び令和５年度進捗管理について 

 　
２　令和５年度「県民の運動・スポーツに関するアンケート調 
　　査」の実施について　他 

  令和６年　３月 １　第１３次「千葉県体育・スポーツ推進計画」令和５年度点検
　　・評価について　他

（７）市町村スポーツ推進審議会 

      スポーツ基本法では、市町村に地方スポーツ計画その他のスポーツの推進に関する重要事項を

調査審議させるため、条例で定めるところにより、審議会その他の合議制の機関を置くことがで

きるとされているが、スポーツ推進審議会を設置している市町村は、令和５年４月１日現在、　

３１市町となっている。                                             

      市町村におけるスポーツ推進事業を積極的に推進するためにも未設置市町村の設置促進を期待

するとともに、スポーツ推進審議会が十分機能できる諮問事項の検討などが求められる。 

    ○市町村におけるスポーツ推進審議会の                ○市町村スポーツ推進審議会委員 
      設置状況                                            の数と男女比 

　設置されている  ３１市町 総　　数 ２９６人

　設置されていない  ２３市町村 男　　性 ２２２人　(75％）

女　　性   ７４人　(25％）

３  スポーツ活動 

（１）県生涯スポーツ関係行事 

      「県民の健康で活力ある暮らし」と「地域の実情に応じたスポーツ振興」、「スポーツに親しむ
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県民を増やす」という体育・スポーツ振興の目的の実現を目指して、地域住民の日常スポーツ活

動を促進するため、次のような事業を実施している。 

      ア  県民体育大会（６１ページ参照） 

   　 イ  県民スポーツ教室（７７ページ参照） 

 　   ウ  体力・運動能力調査事業 

文部科学省が国民の体力・運動能力の現状を把握するため、昭和３９年度から勤労青少年

を対象に、また、昭和４２年度からは壮年層を対象に加えた運動能力調査を実施してきた。 

本県でも、昭和３９年度からスポーツテストを実施しており、昭和６１年度からはスポー

ツテストの実施のみでなく、広く一般県民の健康・体力づくり意識を高揚する目的で、健康

・体力相談・運動処方等についての内容を加え、県内１１地区を巡回する「巡回健康・体力

相談」事業を実施してきた。平成３年度からは、事業を「勤労青少年・壮年体力テスト事業」

に変更し、県内各地域の勤労青少年・壮年の運動能力を調査することにより、県民の健康・

体力づくりの充実を図ることとした。平成１０年度は、文部科学省の体力・運動能力調査の

見直しに伴い、新体力テストの試行を実施した。 

令和５年度の新体力テスト項目（２０歳～６４歳対象：握力、上体起こし、長座体前屈、

反復横とび、＜急歩・２０ｍシャトルランどちらか選択＞、立ち幅とび）（６５歳～７９歳対

象：握力、上体おこし、長座体前屈、開眼片足立ち、１０ｍ障害物歩行、６分間歩行、ＡＤ

Ｌ）による体力・運動能力調査実施市町村は、次の８市町である。 

　　　　　     柏市、浦安市、八街市、神崎町、長柄町、いすみ市、市原市、鴨川市 

 

４  社会体育施設 

（１）県総合スポーツセンター・県国際総合水泳場（７４～８１ページ） 

 

（２）市町村社会体育施設 

      地域住民の日常的なスポーツ活動を促進するためには、まず、身近に利用できる施設の確保が

重要であり、社会体育施設の計画的整備・充実と住民に最も身近な学校体育施設の効果的開放の

促進が望まれる。市町村においては、社会体育施設の建設を計画的に進めているところも増え、

遊休地等を利用した社会体育施設を設置するなど工夫している面も見られるが、十分とは言えな

い状況である。 

      そのため、県では国の体育施設整備に対する交付金を積極的に導入し、市町村社会体育施設の

整備促進に努めることとしている。 

      なお、市町村における公共社会体育施設の設置状況は、次のとおりである。 

 

　　　 市町村における公共社会体育施設の設置状況（　）内の数字は面数を表す。 R３.9現在 

 市町村社会体育施設数 県立施設数  Ｒ１年度県立 
    区　　　　分  

Ｒ１年度 Ｒ３年度 Ｒ１年度 Ｒ３年度 　市町村合計

陸上競技場   ２４    ２９       ５    ５    　 ３４

野球場（ソフトを含む） １８５（221）１３２（220） １２(13）  １２(13）   　１４４（233）

球技場（サッカー場）   ４５     ３７    ３    ３    　 ４０

運動広場 ２０１   １４１    ７    ４   　１４５

                  

屋内水泳場   ２７(64）  ２９（62）    ２（6）    ２（6）   　 ３１(68)

屋外水泳場   ４５(128) ４５（128）    ３(13)    ３(13)   　 ４８(141)

庭　球　場 ２１１(760）２０５（834） １１(93)  １０(91)  　２１５(925）

卓　球　場    １１     １１    ０    ０   　 １２
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柔　道　場    ２２     ２３    ０    ０   　 ２５

剣　道　場    １９     ２１    ０    ０   　 ２１

柔 剣 道 場    ３４     ３５    １    １   　 ３６

相　撲　場    １２     １２    ０    ０  　  １２

弓　道　場  　３９     ３９    ３    ２  　  ４１

体　育　館  １５９    １９０    ５    ４    １９４

トレーニング場    ５１     ５２    ３    ３   　 ５５

ランニングコース    １４    １２    ０    ０   　 １２

サイクリングコース    　５      ６    １    １   　   ７

キャンプ場    １７  　 １７    ５    ３   　 ２０

ハイキングコース    　１  　 １    ７    ７    　  ８

オリエンテーリングコース      ０     ０    １    ０   　   １

射　撃　場      １     １    ２    ２   　   ３

その他  １３７    ２６２  　９  　９    １４６

   　　　 計  １，２６０  １，３００  ８０  ６４ 　１，３６４

 ※社会体育施設調査は２年に１回行っている。

５  学校体育施設の開放 

    地域住民のスポーツ活動の場を確保するため県立学校の体育施設を開放している。 

 

（１）県立学校体育施設の開放 

      昭和４７年度から県立学校の開放を進めており、令和元年度現在６６校を指定開放した。 

       令和５年度は、７１校が開放指定校となっている。

　　　また、体育施設の開放を推進し、生涯スポーツの更なる発展のため、県立学校体育施設開放実 

　　施要綱の一部改正をした。（平成２４年４月１日） 

      なお、昭和５９年度から安全な運営・管理を目指し「県立学校体育施設開放事業説明会」（平成

　　１３年度までは「県立学校体育施設開放管理者講習会」）を年１回開催している。 

 

ア　県立学校体育施設開放事業説明会 

      体育施設開放運営委員及び管理指導員の参加を求め、学校体育施設開放についての理解や諸問 

　　題について研修を深め、管理者の資質の向上を図り、県立学校体育施設の安全な運営・管理を目 

　　指すことを目的としている。令和５年度の事業概要は、次のとおりである。 

    （ア）期　　日    　令和６年１月１０日（水）（次年度説明会） 

    （イ）会　　場      千葉県総合スポーツセンター　スポーツ科学センター 

    （ウ）参加対象      県立学校教職員 

    （エ）事業概要      説明「県立学校体育施設開放の概要と事務手続き等について」 
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イ　県立学校施体育施設開放指定校一覧（令和５年度）   
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ウ　令和４年度県立学校体育施設開放実績（県指定校） 

    （ア）指定開放校数  　　　　　　　６８校        

    （イ）延べ開放時数        ３１，０６６時間      

    （ウ）登録団体数　　　    　　　２７９団体 

    （エ）登録者数    　　　　１４，６１１人 

 
 
　  
（オ）開放施設 

施　　設　　名 開放校数 開放時間数

体　　育　　館    　２９ ８，４３４

運　　動　　場    　４３ 　１４，０４１

弓　　道　　場    　　３ １，３１１

庭　　球　　場      　７ ２，０７１

武　　道　　場    　　８ ２，１２９

そ　　の　　他    　１７ ３，０４７

計  　　 ３１，０９８

 
　　（カ）開放日別利用時間帯 

  
 曜　　　 日 　　早朝    午前  　 午後 　 夜間
 
  平　　　 日   　  １      ３    　５    ２１
 
  土日曜・休日    　 ６      ３２    ３８    　８

                                             　 
    （キ）種目別開放時数 

  
 № 種　　　目 時　　数  

  
 １ バレーボール          　　６０１  

  
 ２ バスケットボール          ３，９９５  

 
３ バドミントン          ２，００３  

 
４ 体操          　　７４４  

 
５ 卓球              ９６１  

 
６ 野球       　 ３，７９９  

 
７ サッカー          ８，１１５  

 
８ ソフトボール      　　１，２３６  

 
９ 弓道          １，３７７  

 
10 テニス      　　２，０８６  

 
11 柔道              ８１１  

 
12 剣道          １，３９４  

      
13 その他          ３，９４８

合　計        ３１，０６６

 

６  地域スポーツ推進情報提供 

    県民のスポーツに対する意識を啓発し関心を高めるために、いつでも、どこでも、だれでも手軽

にできるスポーツを普及させ、家庭を基礎とした身体活動の自発的実践を呼びかけることを目的に、

次のような各種スポーツ情報提供事業を実施している。 

（１）指導者への啓発 

  　ア  スポーツ指導者指導資料第１集～第１８集を平成６年度まで作成した。 

        内容としては、「ニュースポーツハンドブック」「知っておきたい基礎知識・社会体育の企画

と運営」「スポーツ活動の事故予防」「スポーツと事故予防・応急処置」「健康づくりの運動プ

ログラム」「健康と体力づくり」「生涯体育と軽スポーツ」「スポーツ行事の企画と運営」等で

ある。 

    イ  「千葉県公立社会体育施設調査」は、平成１９年度より隔年で実施している。 

    

（２）映画・ＶＴＲ制作 

      平成１０年度まで地域スポーツ活動の状況や健康・体力づくり及びニュースポーツ紹介に関す
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る映画ＶＴＲ制作を行い、各教育事務所及び各市町村教育委員会に配布し、県民への貸出を行い、

地域の体育スポーツ活動の促進を図ってきた。 

      内容としては「ニュースポーツ紹介シリーズⅠ～Ⅴ」（ディスクゴルフ、インディアカ、ペタン

ク、チャレンジ・ザ・ゲーム、ダーツ、グランド・ゴルフ、ラージボール卓球、ウォークラリー、

ターゲットバードゴルフ、ローンボウルズ）、「高齢者の健康とスポーツ」「ふれあい・さわやか

全国スポレク祭」「女性とスポーツ」等である。 

（３）千葉県スポーツリーダーバンク 

      文部科学省では、国民のスポーツへの関心の高まりの中で、スポーツの一層の振興とその質的 

向上を図るために、スポーツリーダーバンク事業の奨励に努めた。 

      本県においても、平成元年度からこの事業を開始し、指導者の登録、登録指導者名簿の作成及

び指導者の紹介、指導者向けの広報誌（ニューズレター）の刊行を行った。 

　　　平成２２年度よりリーダーバンク新規登録者及び登録指導者名簿の作成を休止した。 

 

　　　　　　　スポーツリーダーバンク登録状況（居住市町村別登録指導者数）     R3.5.31現在 

№ 市町村名 居住者数 № 市町村名 居住者数 № 市町村名 居住者数

 １ 千葉市     ４１ ２０ 栄町       １ ３９ 長柄町       １

 ２ 市原市     １８ ２１ 印西市       ２ ４０ 長南町     　０

 ３ 習志野市       ４ ２２ 白井市       １ ４１ 睦沢町       ０

 ４ 八千代市     　９ ２３ 香取市       １ ４２ 長生村     　１

 ５ 船橋市     ３２ ２４ 神崎町       ０ ４３ 勝浦市     　０

 ６ 市川市   　１３ ２５ 東庄町       ０ ４４ 大多喜町     　０

 ７ 浦安市       ０ ２６ 多古町       ０ ４５ いすみ市       ４

 ８ 松戸市     ２０ ２７ 銚子市       ２ ４６ 御宿町       ４

 ９ 柏市     １８ ２８ 旭市       ３ ４７ 館山市       ０

１０ 野田市       ５ ２９ 匝瑳市       １ ４８ 鴨川市       ３

１１ 流山市     　８ ３０ 東金市       ３ ４９ 鋸南町       ０

１２ 我孫子市     　９ ３１ 大網白里市       ２ ５０ 南房総市       ３

１３ 鎌ケ谷市       ３ ３２ 九十九里町       ０ ５１ 木更津市       ０

１４ 佐倉市       ６ ３３ 山武市       ４ ５２ 君津市       ３

１５ 成田市       ５ ３４ 横芝光町       ０ ５３ 富津市     　３

１６ 四街道市     １１ ３５ 芝山町       ０ ５４ 袖ヶ浦市       ９

１７ 八街市       １ ３６ 茂原市       ８ ５５ 県外       ３

１８ 酒々井町       １ ３７ 一宮町       ０

１９ 富里市       ０ ３８ 白子町       ９   合計     ２７４

 
７  生涯スポーツの表彰 

（１）生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体 

      文部科学省は、地域又は職場におけるスポーツの健全な普及・発展に貢献し、もって地域にお

けるスポーツの振興に顕著な成果をあげたスポーツ関係者及びスポーツ団体（スポーツクラブ・

スポーツクラブ以外の団体）について、文部科学大臣表彰を行っている。 

      県では、県知事及び県スポーツ協会長、県教育委員会の表彰を受けた者の中から、国の審査及

び推薦の基準に従って候補者を推薦している。令和４年度に文部科学大臣表彰を受けた生涯スポ

ーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体は、次のとおりである。 

年度 生涯ｽﾎﾟｰﾂ功労者 推薦母体（市町村） 生涯スポーツ優良団体 推薦母体(市町村）

R4 中村　勉     葛南（船橋市） 大原少年柔道教室 東上総（いすみ市）
 
 落合　貞夫   北総（佐倉市） 浦安市剣道連盟 東葛飾（浦安市）
 
 吉見　知子    葛南（習志野市） 柏市スキー連盟 葛南（柏市）
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松元　新太郎   県スポーツ協会 袖ケ浦市総合型地域スポー 南房総（袖ケ浦市）

ツクラブ連絡協議会

三浦　英喜 南房総（富津市）

 
（２）県民栄誉賞 
      昭和６３年度から、スポーツ芸術等の分野で特に功績が顕著であったと認められる個人又は団

体に県民栄誉賞表彰を行っている。スポーツ分野での受賞者は、次のとおりである。 

年  度 氏　　　名（所　属） 功　　　　　　　　　　　　　績

昭６３ 鈴木 大地（順天堂大学４年） 第24回ソウルオリンピック水泳競技100ｍ背泳　金メダル

平　８ 荒井のり子 1996年パラリンピック競技大会　陸上競技　金メダル

平１２ 高橋 尚子（積水化学工業） 第27回シドニーオリンピック陸上競技女子マラソン１位

平１６ 室伏 広治（ミズノ株式会社） 第28回アテネオリンピック陸上競技男子ハンマー投１位
 
 冨田 洋之（ｾﾝﾄﾗﾙｽﾎﾟｰﾂ株式会社） 第28回アテネオリンピック体操競技男子団体　金メダル
 
 鹿島 丈博（ｾﾝﾄﾗﾙｽﾎﾟｰﾂ株式会社） 第28回アテネオリンピック体操競技男子団体　金メダル
 
 米田 　功（徳洲会体操クラブ） 第28回アテネオリンピック体操競技男子団体　金メダル
 

国枝　慎吾 2004年パラリンピック競技大会　男子テニス　金メダル

齋田　悟司 2004年パラリンピック競技大会　男子テニス　金メダル

平１７ 千葉ロッテマリーンズ 2005年日本プロ野球セ・パ交流戦、パシフィック・リーグ、
日本シリーズ優勝　　三冠獲得

平２０ 峰　幸代(ルネサンステクノロジ) 第29回北京オリンピックソフトボール　金メダル

平２３ 宮間あや（岡山湯郷ベル） FIFA女子ワールドカップ2011ドイツ大会 金メダル

丸山桂里奈(ジェフユナイテッド市原・千葉） FIFA女子ワールドカップ2011ドイツ大会 金メダル

平２４ 田中　康大 2012ﾛﾝﾄﾞﾝﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会水泳男子100ｍ平泳ぎ金メダル

平２５ 長嶋　茂雄（読売巨人軍） プロ野球界への貢献による国民栄誉賞受章

平２８ ベイカー茉秋（東海大学） 第３１回オリンピック競技大会（リオデジャネイロ）柔道男子９０ｋｇ級金メダル

平２８ 加藤　凌平（コナミスポーツ） 第３１回オリンピック競技大会（リオデジャネイロ）体操競技男子団体金メダル

平２８ 田中　佑典（コナミスポーツ） 第３１回オリンピック競技大会（リオデジャネイロ）体操競技男子団体金メダル

令３ 市口　侑果（ビックカメラ高崎）第３２回オリンピック競技大会（東京）ソフトボール　金メダル

令３   ウルフ アロン（了徳寺学園） 第３２回オリンピック競技大会（東京）柔道男子１００ｋｇ級金メダル

令３   近藤　健介（日本ハムファイターズ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）野球　金メダル

令３   須﨑　優衣（早稲田大学） 第３２回オリンピック競技大会（東京）レスリング女子5０ｋｇ級金メダル

令３   橋本　大輝（順天堂大学） 第３２回オリンピック競技大会（東京）体操競技男子個人総合金メダル

令３   里見　紗李奈（ＮＴＴ都市開発）第１６回パラリンピック競技大会（東京）バドミントン女子金メダル

令３   鈴木　孝幸（ゴールドウイン） 第１６回パラリンピック競技大会（東京）水泳男子１００M自由形金メダル

 

（３）千葉県知事賞 

      広く県民の模範として功績の顕著であった個人又は団体を表彰している。 

      スポーツ分野での受賞者は、次のとおりである。 

  
 年　度 受　　賞　　者（所属） 対　　　象　　　競　　　技　　　会　　　等  

  
 昭６３ 佐藤  寿治(日本大学4年) 第24回オリンピック競技大会(ｿｳﾙ)体操競技団体　銅メダル  

  
 菊地    総(東芝) 第24回オリンピック競技大会(ｿｳﾙ)野球競技ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ　銀メダル  
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 小川  博文(ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ) 第24回オリンピック競技大会(ｿｳﾙ)野球競技ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ　銀メダル  

  
 江崎  史子(八千代松陰高校2年) 第24回オリンピック競技大会(ｿｳﾙ)(ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ女子柔道)銀メダル  

  
 平  元 小島  和恵(川崎製鐵(株)千葉製鉄所) 89パリ国際マラソン　金メダル  

  
 平  ２ 倉原  良一(千葉市役所) 国体水泳競技19回連続出場（うち18回入賞、9回優勝）  

  
 野口  智博(ｾﾝﾄﾗﾙｽﾎﾟｰﾂ研究所) 第11回アジア競技大会　水泳競技(400ｍ自･800ｍR１位）  

  
 関    一人(千葉市立磯辺第一中学校) 第11回アジア競技大会　ヨット競技(ｵﾌﾟﾁﾐｽﾄ級１位）  

  
 平  ２ 目良  明裕(自衛隊体育学校) 第11回アジア競技大会　ライフル射撃競技(ｴｱﾗｲﾌﾙ団体１位)  

  
 丸山　茂樹(日本大学3年) 第11回アジア競技大会　ゴルフ競技　個人１位、団体１位  

  
 平  ４ 徳永　耕治(日本石油) 第25回オリンピック競技大会(ﾊﾞﾙｾﾛﾅ)野球競技　銅メダル  

  
 三輪    隆(神戸製鋼) 第25回オリンピック競技大会(ﾊﾞﾙｾﾛﾅ)野球競技　銅メダル  

  
 平  ６ 国分  利人(ﾋﾟｰﾌﾟﾙ･ｴｸﾞｻﾞｽ津田沼) 第12回アジア競技大会　空手競技組手80Kg級１位  

  
 宇佐見政勝(東京電力) 第12回アジア競技大会　水泳競技400ｍR１位  

  
 長塚  京子(同和鉱業) 第12回アジア競技大会　テニス競技女子ダブルス戦１位  

  
 松中  信彦(新日鉄君津) 第12回アジア競技大会　野球競技１位  

  
 中村  哲也(東海大学4年) 第12回アジア競技大会　陸上競技400ｍR１位  

  
 平  ８ 松中  信彦(新日鉄君津) 第26回オリンピック競技大会(ｱﾄﾗﾝﾀ)野球競技２位  

  
 平  ９ 鈴木  博美(積水化学工業) 第6回世界陸上競技選手権大会女子マラソン１位  

  
 平１０ 高橋  尚子(積水化学工業) 第13回アジア競技大会陸上競技女子マラソン１位  

  
 簡    優好(富士通) 第13回アジア競技大会陸上競技４×400ｍR１位  

  
 濱野  広輔(ｾﾝﾄﾗﾙｽﾎﾟｰﾂ) 第13回アジア競技大会水泳競技400ｍR１位  

  
 平１２ 永田  克彦(警視庁第6機動隊) 第27回オリンピック競技大会(ｼﾄﾞﾆｰ)ﾚｽﾘﾝｸﾞ･ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝ69Kg級２位  

  
 平１３ 室伏  広治(ﾐｽﾞﾉ) 第8回世界陸上競技選手権大会ハンマー投げ２位  

  
 平１４ 林    忠義(北総乗馬ｸﾗﾌﾞ) 第14回アジア競技大会馬術競技障害飛越団体１位  

  
 寺地  貴弘(ﾐｽﾞﾉ) 第14回アジア競技大会テニス競技男子団体１位  

  
 矢嵜  雄大(明治大学) 第14回アジア競技大会柔道競技90Kg級１位  

  
 平１５ 鹿島  丈博(順天堂大学大学院) 第37回世界体操競技選手権大会  鉄棒、あん馬  １位  

  
 冨田  洋之(順天堂大学大学院) 第37回世界体操競技選手権大会  個人総合３位  

  
 千葉  真子(豊田自動織機) 第9回世界陸上競技選手権大会女子マラソン３位  

  
 平１６ 森田  智己(日本大学) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)水泳競技男子100m背泳ぎ ３位  

  
 関    一人(関東自動車工業(株)) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)ﾖｯﾄ競技470級３位  

  
 小林  雅英(千葉ﾛｯﾃﾏﾘｰﾝｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 清水  直行(千葉ﾛｯﾃﾏﾘｰﾝｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 石井  広寿(ﾔｸﾙﾄｽﾜﾛｰｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 相川  亮二(横浜ﾍﾞｲｽﾀｰｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 小笠原道大(北海道日本ﾊﾑﾌｧｲﾀｰｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 金子    誠(北海道日本ﾊﾑﾌｧｲﾀｰｽﾞ) 第28回オリンピック競技大会(ｱﾃﾈ)野球競技３位  

  
 平１８ 澤野　大地(ニシ・スポーツ) 第15回アジア競技大会陸上競技男子棒高跳１位  

  
 鈴木　貴士(セコム) 第15回アジア競技大会ラグビーフットボール競技１位  

  
 平２０ 坂本　功貴(順天堂大学) 第29回オリンピック競技大会(北京)体操団体２位  

  
 高平　慎士(富士通) 第29回オリンピック競技大会(北京)陸上4×100mリレー３位  

  
   平２１ 福見　友子(了德寺学園) 2009世界柔道選手権大会　女子４８㎏級　優勝

   
  鷹見由紀子(清和大学職員) 第14回世界剣道選手権大会　女子個人戦　優勝
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 平２２ 秋本　啓之 (了德寺学園) IJF グランドスラム リオデジャネイロ　優勝　 世界選手権　優勝  
   

  西田　優香 (了德寺学園) IJF グランドスラム　モスクワ　優勝 　 世界選手権　優勝  
   

  伊東　 良 (日本体育大学大学院) 第１７回　世界相撲選手権　中量級　優勝  
   
   小野　卓志 (了德寺学園) 第１６回　アジア競技大会男子９０㎏級　優勝
   

  細田  雄一（稲毛インターナショナル） 第１６回　アジア競技大会　ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ男子　優勝  
   
   藤井　拓郎（KONAMI） 第１６回　アジア競技大会　競泳男子400Mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ　優勝
   

  原田　欄丸（自衛隊体育学校） 第１６回　アジア競技大会　競泳男子400Mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ　優勝  
   

  宮間　あや（岡山湯郷Belle） 第１６回　アジア競技大会　女子サッカー　優勝  
   
   比嘉　祐介（流通経済大学） 第１６回　アジア競技大会　男子サッカー　優勝
   
   山崎　亮平（ジュビロ磐田） 第１６回　アジア競技大会　男子サッカー　優勝
   
   工藤　壮人（柏レイソル） 第１６回　アジア競技大会　男子サッカー　優勝

  
  上場　雄也（ＦＣ東京） 第１６回　アジア競技大会　男子バレーボール　優勝
  

 平２３ 佐藤　愛子（了徳寺学園） ２０１１　世界柔道選手権　５７㎏級　金メダル  
  

 平２４ 加藤　凌平（順天堂大学） 第30回オリンピック競技大会（ロンドン）体操競技男子団体銀メダル  

 田中　佑典　(ｺﾅﾐｽﾎﾟｰﾂ) 第30回オリンピック競技大会（ロンドン）銀メダル  

 平岡　拓晃(了徳寺学園職員) 第30回オリンピック競技大会（ロンドン）柔道男子60Kg級銀メダル  

 藤井　拓郎  (ｺﾅﾐｽﾎﾟｰﾂ) 第30回オリンピック競技大会（ロンドン）競泳男子400mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ銀メダル  

 三宅　　諒　(慶応大学) 第30回オリンピック競技大会（ロンドン）ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ男子ﾌﾙｰﾚ団体 銀メダル  

 峰　　幸代（ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ高崎）第13回世界女子ソフトボール選手権大会　金メダル  

 大久保美紗（ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ高崎）第13回世界女子ソフトボール選手権大会　金メダル  

 関　友希央（ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ高崎）第13回世界女子ソフトボール選手権大会　金メダル  

 平２６ 市口　侑果（ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ高崎）第14回世界女子ソフトボール選手権大会　金メダル  

  ベイカー　茉秋（東海大学） 2014世界柔道選手権大会　男子団体　優勝

  齊藤　優佑（徳洲会） 第１７回アジア競技大会　体操競技　男子団体総合　優勝

 上田　藍(ｼｬｸﾘｰ･ｸﾞﾘｰﾝﾀﾜｰ･稲毛ｲﾝﾀｰ) 第１７回アジア競技大会　ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ　女子個人優勝･混合ﾘﾚｰ優勝  

 佐藤 優香(ﾄｰｼﾝﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ･ﾁｰﾑｹﾝｽﾞ) 第１７回アジア競技大会　ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ　混合リレー　優勝  

  萩澤　正太(ｸﾎﾞﾀｽﾋﾟｱｰｽﾞ) 第１７回アジア競技大会　ラグビー　男子７人制　優勝

  平２７ 早坂　尚人（順天堂大学） 第４６回世界体操競技選手権大会　男子団体総合　優勝

  萱　　和磨（順天堂大学） 第４６回世界体操競技選手権大会　男子団体総合　優勝

 平２８ 植草　　歩（高栄警備保障株式会社） 第２３回世界空手道選手権大会女子組手68ｋｇ超級優勝  
  

 平２９ 須﨑　優衣（安部学院高等学校）２０１７年シニア世界レスリング選手権大会女子４８ｋｇ級優勝  
  

 志々目　愛（了德寺学園） ２０１７年ブダペスト世界柔道選手権大会女子５２ｋｇ級優勝  
  

 ウルフ　アロン（東海大学） ２０１７年ブダペスト世界柔道選手権大会男子１００ｋｇ級優勝  
  

 平３０ 松元　克央（セントラルスポーツ） 第１８回アジア競技大会水泳競泳競技フリーリレー金メダル  
   

  菅澤　優衣香（浦和レッドダイヤモンズレディース） 第１８回アジア競技大会 サッカー女子金メダル  
   

  黑木　瑠理華（ヨネックス（株）） 第１８回アジア競技大会ソフトテニス女子団体金メダル  
   

  角田　夏実（了徳寺学園） 第１８回アジア競技大会柔道女子５２ｋｇ級金メダル  
   

  濱村　ゆかり（株ビックカメラ） 第１８回アジア競技大会ソフトボール女子金メダル  
   

  大黒田　裕芽（NPO法人ARUKAS　QUEEN　KUMAGAYA 第１８回アジア競技大会ラグビーフットボール女子金メダル  
   

 宇山　芽紅（テン・フォーティー）第３３回世界トランポリン競技選手権大会　シンクロナイズド競技女子優勝  
  

   令和２ 鈴木　雄介（富士通） 第１７回世界陸上競技選手権５０ｋｍ競歩　優勝
   

 横田　葵子（クラシエホールディングス（株）） 第３７回世界新体操選手権種目別団体ボール５優勝  

http://ja.wikipedia.org/wiki/IJF%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/IJF%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BA
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 令和３ 安藤　美希子（FAコンサルティング） 第３２回オリンピック競技大会（東京）ウエイトリフティング女子　銅メダル  
  

 稲見　萌寧（クロス・ビー） 第３２回オリンピック競技大会（東京）ゴルフ女子　銀メダル    
    

 萱　和磨（セントラルスポーツ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）体操競技男子団体総合　銀メダル  
  

 谷川　航（セントラルスポーツ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）体操競技男子団体総合　銀メダル    
    

 並木　月海（自衛隊体育学校）第３２回オリンピック競技大会（東京）ボクシング女子フライ級　銅メダル  
  

 赤穂　ひまわり（デンソーアイリス） 第３２回オリンピック競技大会（東京）バスケットボール女子　銀メダル    
    

 林　咲希（エネオス・サンフラワーズ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）バスケットボール女子　銀メダル  
  

 宮崎　早織（エネオス・サンフラワーズ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）バスケットボール女子　銀メダル    
    

 宮澤　夕貴（富士通レッドウェーブ） 第３２回オリンピック競技大会（東京）バスケットボール女子　銀メダル  

三好　南穂（トヨタ自動車アンテロープス） 第３２回オリンピック競技大会（東京）バスケットボール女子　銀メダル 

令和４ 佐々木　朗希（千葉ロッテ） 完全試合達成

 
※千葉県知事特別賞 

      平成12年度  小出  義雄（積水化学工業） 

                    ＜オリンピック女子マラソン大会３連続メダル獲得等の指導実績＞ 

      平成14年度  明神  智和（柏レイソル） 

                    ＜2002FIFAワールドカップ大会初の決勝トーナメント進出に貢献＞ 

      平成16年度  加納    實（順天堂大学） 

                    ＜オリンピックアテネ大会男子体操競技監督として団体優勝に貢献＞ 

      　　　　　  荒井　のり子 

                    ＜パラリンピック競技大会3大会連続メダル獲得の功績＞ 

       平成17年度　Robert John Valentine（千葉ロッテマリーンズ）

                     ＜千葉ロッテマリ－ンズ監督として2005年日本プロ野球三冠獲得の指導実績＞

       平成20年度　国枝　慎吾

                    ＜パラリンピック競技大会2大会連続メダル獲得の功績＞ 

       　　　　　　齋田　悟司

                    ＜パラリンピック競技大会2大会連続メダル獲得の功績＞ 

       平成22年度　阿部　勇樹（浦和レッドダイヤモンズ）

                     ＜2010ＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ大会での活躍＞

                   玉田　圭司（名古屋グランパスエイト）

                     ＜2010ＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ大会での活躍＞

                   田中マルクス闘莉王ユウジムルザニ（名古屋グランバスエイト）

                     ＜2010ＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ大会での活躍＞

 　　　平成24年度　宮間　あや（岡山湯郷ベル）

 　　　　　　　　　　＜第30回オリンピック競技大会女子サッカー　銀メダル＞

 　　　　　　　　　室伏　広治（ﾐｽﾞﾉ株式会社）

　　　　　　　　　　＜第30回オリンピック競技大会男子ハンマー投げ　銅メダル＞               

    　　　　　　　 国枝　慎吾（ユニクロ所属）

                    ＜ロンドン2012パラリンピック競技大会車いすテニス男子シングルス金メダル＞

 平成28年度　国枝　慎吾

                    <リオデジャネイロ2016パラリンピック競技大会車いすテニス男子ダブルス銅メ

 　　　　　　　　　　 ダル>

                   齋田　悟司

                    <リオデジャネイロ2016パラリンピック競技大会車いすテニス男子ダブルス銅メ

 　　　　　　　　　　 ダル>
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 令和２年度　ピーター“ラピース”ラブスカフニ（株式会社クボタ）

                     <ラグビーワールドカップ２０１９　決勝トーナメント進出（ベスト８）>

 

 

 

 令和３年度　峰　幸代（トヨタ自動車レッドテリアーズ）

 ＜第32回オリンピック競技大会ソフトボール女子　金メダル：同競技における

 　２回目のメダル獲得＞

 国枝　慎吾（ユニクロ所属）

 ＜第16回パラリンピック競技大会車いすテニス男子シングル　金メダル：同競技

 における５大会連続でのメダル獲得＞

 

（４）文化の日表彰 

      県では管内各地で功績のあった人を文化の日に表彰している。過去の教育功労、体育・スポー
ツ分野での受賞者は、次のとおりである。 

   年　　　度 氏　　　名（所属）

  昭和６３年度 　仲　野　昭　造　（佐原市体育協会理事）

　佐久間  　重　　（君津木更津支部剣道連盟会長）

  平成  元年度 　近　藤　正　三　（県レクリエーション協会副会長）

　橋　本　甲四郎　（県スケート連盟会長）

　平成  ４年度 　重　村    旦　　（千葉市卓球協会会長）

　平成  ６年度 　石　原  輝　雄　（県スケート連盟副会長）

　平成  ８年度 　葛　城  隆　蔵　（元クレー射撃協会会長）

　平成  ９年度 　野　村    和　　（千葉陸上競技協会副会長）

 

　平成１０年度 　佐　川  幸　男　（県体育協会常務理事）

　平成１２年度 　高　橋  重　夫　（県バドミントン協会会長）

　平成１３年度 　羽　計  致　昭　（千葉陸上競技協会理事）

　平成１４年度 　高見澤 　 裕　　（県テニス協会会長）

　平成１５年度 　霜 　 禮次郎　　（千葉県ライフル射撃協会）

　平成１６年度 　岡　田    脩　　（県ソフトテニス連盟名誉会長）

　平成１８年度 　松　井　　勝　　（県スケート連盟理事長）
  

　平成１９年度 　宮　下　弘　子　（千葉県体操協会副会長）
  

  平成２２年度   中　谷　　勝　　（千葉県バレーボール協会会長）
  

  平成２５年度   梶　原　義　實　（千葉県体操協会会長）
  

  平成２８年度   畑　山　　　明　（元千葉県サッカー協会副会長）

    令和元年度   大　澤　　光　彦（（一社）千葉県水泳連盟名誉会長）

  令和４年度   生　駒　光　男((一社)千葉県障がい者スポーツ協会理事) 

 

 

（５）体育・スポーツ功労者等顕彰 

      スポーツ基本法第２０条及び教育長顕彰規程に基づき、スポーツ振興に寄与することを目的と

して、スポーツ振興に功績のあった者を顕彰している。昭和３７年度から地方体育振興功労者・

優秀スポーツ選手（個人・団体）、さらに、同５１年度から社会体育優良団体（スポーツクラブ・

スポーツクラブ以外の団体）を顕彰している。 

　　　なお、平成２８年度より、県教育庁体育課の組織改編に伴う担当班の名称変更に伴い、地方体
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育振興功労者については、生涯スポーツ功労者と、社会体育優良団体については、生涯スポーツ

優良団体と、それぞれ名称変更した。 

  
 
 
 

 ア　生涯スポーツ功労者（令和４年度）

管　内 ＮＯ 氏　　名 現　　　　　役　　　　　職

葛南 １ 神田　孝一郎 習志野市体操協会会長
    

 ２ 萩原　明博 浦安市陸上競技協会会長

 ３ 押野　忠治 船橋市スポーツ協会副理事長　船橋市バレーボール協会理事長

東葛飾  ４ 高橋　剛 （公財）吉田記念テニス研修センター常務理事

 ５ 渡邉　陽一郎 特定非営利活動法人我孫子市スポーツ協会理事長 あびこしレクリエーションクラブ会長

 ６ 岡安　誠人 野田市サイクリング協会会長

北総  ７ 山田　行雄 成田市陸上競技各種大会の監督　成田市陸上競技指導者
 

 ８ 伊佐　章 千葉県野球協会常任理事　佐倉市野球協会理事長

９ 武藤　功 印旛郡市スポーツ協会顧問　八街市体育協会顧問

東上総 １０ 長野　正己 山武郡市卓球連盟会長
 
 １１ 井上　英樹 パラスポーツ茂原幹事長

 
１２ 松﨑　久彦 勝浦市陸上競技協会会長　勝浦市スポーツ協会理事　

南房総 １３ 竹林　一城 南房総市スポーツ協会副会長
 
 １４ 小野　恒靖 富津市スポーツ協会常任理事
 

１５ 松本　克彦 市原市スポーツ協会副理事長　市原市陸上競技協会理事長

 県ス協 １６ 谷藤　千香 千葉県スポーツ協会理事

１７ 沢田　信 千葉県スポーツ協会評議員　千葉県自転車競技連盟会長

１８ 石井　一夫 千葉県柔道連盟会長

 千葉市 １９  大曽根　逸子  千葉市なぎなた連盟常任理事　千葉市少年なぎなた連盟常任理事

県レク ２０ 小林　政男 千葉県レクリエーション協会理事　千葉県ボールルームダンス連盟理事

県広ＳＣ ２１ 前田　佳也 千葉県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会副会長

 
 イ  生涯スポーツ優良団体（令和４年度）

  
  管  内 ＮＯ 団　　　体　　　名 代  表  者 設 立 年 構　　　　　成

  
  葛南  １ 船橋市銃剣道連盟 桑原　直人 昭和33年 3団体　　110人

       　   ２ 浦安市ラグビーフットボール協会 　中村　智 昭和63年 6団体　　525人
  

 東葛飾  ３ 一般社団法人柏市サッカー協会 日下　雅文 昭和45年 125団体　 5,050人  
  

  ４ 流山市野球連盟 小嶋　義男 昭和45年 450人  
  

 北総  ５ 成田市弓道協会 勝田　廣義 昭和29年 113人  
           ６ 前宿ふれあいスポーツクラブ 鈴木　潤一郎 昭和21年 208人

  
 東上総  ７ 山武郡市バレーボール協会 鹿間　陸郎 昭和31年 20団体    105人  

  
  ８ 富津市陸上競技協会 藤井　公夫 平成9年 22人  

  
 南房総  ９ 市原市アーチェリー協会 邉見　日出夫 平成4年 80人  

    
  １０ 一般社団法人千葉県山岳・スポーツクライミング協会 岩崎　喜司 昭和25年 14団体　　1,152人  
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  県ス協 １１ 千葉県ハンドボール協会 谷田川　元 昭和26年 117団体　　 2,847人
 
  県レク １２ 特定非営利活動法人野田レクリエーション協会 須賀田　貞彦 平成8年 5団体　 330人
 
  県広ＳＣ １３ ちばてんだいＳＶ 村松　成司 平成25年 169人

    
 ウ　優秀スポーツ選手（個人、チーム）　  全国大会で１位もしくは国際大会に出場した功績

           過去9年間の受賞者数

     年度         優秀スポーツ選手        特別功労賞（5年連続受賞・10回受賞）

 個人 チーム             

    ２３  　　１０１      １６ 梨本真輝、山下明範、林田太郎

 渡辺数馬（10回受賞）

    ２４   　　 ９３      １１ 森岡紘一朗、伊藤華英、向谷美咲、西田優香

 平岡拓晃、福見友子

   ２５  　　  ９４      ２０ 大利久美、樋口恵夢

   ２６      １１９      １９ 上田藍（10回受賞）、藤井拓郎

   ２７      １１９      １２ 稲田法子（10回受賞）

   ２８      １１８      ２８ 平井康翔、菊沢絢、荒谷友碩　

    ２９      １１８      ２４ 持田　早智、河崎　羽珠愛、植草　歩

 島谷　尚季、佐古　瑞季
 
   ３０      １３７      ３４ 向谷美咲（10回受賞）、安藤美希子、志々目徹
 

Ｒ１      １３０      ２０ 髙橋　英輝、皆川　夏穂、横田　葵子

Ｒ２      　２３      　２ 谷川　航、志々目　愛、角田　夏実

Ｒ３      　７５        ７ 松元　克央、須﨑　優衣、本　一将

Ｒ４        ９８      ２４ 松元　克央 （10回受賞）
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８ パラスポーツの推進 

（１）千葉県障害者スポーツ大会 

障害のある人が、この大会に参加することにより、スポーツの楽しさを体験するとともに、その体

力の維持・向上、精神面での充足並びに県民の障害のある人への理解を深めることにより、障害の

ある人の自立と社会参加の推進に寄与することを目的とします。 

 

（２）手をつなぐスポーツのつどい 

このつどいは、知的障害者とその家族、福祉関係者等が一堂に集い、互いに手をつなぎ、スポー

ツを通じて健康の増進と親睦を図り、併せて社会の人々から多くの声援と理解を得ることを目的と

します。 

○期 日 令和５年９月２８日（木） 雨天の場合は中止とする。 

○会 場 千葉県総合スポーツセンター陸上競技場 

千葉市稲毛区天台町３２３番地（TEL：０４３－２９０－８５０１） 

 ○対 象（１）知的障がい者 

（２）上記の家族及び付き添い者 

（３）ボランティア及び福祉関係者 

 

期　日 競技種目 障害別※ 会　　場

５／２1
（日）

水　泳 身 知 千葉県国際総合水泳場

陸上競技 身知内 千葉県総合スポーツセンター陸上競技場

卓　球 身知精 船橋市総合体育館（船橋アリーナ）

６／3
（土）

サウンドテーブルテニス 身（視）
千葉県障害者スポーツ・レクリエーション
センター　体育室・多目的室

 ６／4
（日）

ボウリング 知 ＶＥＧＡアサヒボウリングセンター

７／9
（日）

フットソフトボール 知
千葉県総合スポーツセンター軟式野球場・
ソフトボール場

9／15（金）
9／16（土）

ソフトボール 知
重兵衛スポーツフィールド中台（中台運動
公園）・北羽鳥多目的広場

9／16（土）
9／17（日）

ボッチャ 身（肢） 千葉市花島公園スポーツ施設（体育館）

10／5
（木）

フライングディスク 身知内 千葉県総合スポーツセンター陸上競技場

10／15
（日）

アーチェリー 身 内 船橋アーチェリーレンジ

11／12
（日）

サッカー 知 市原スポレクパーク

11／26
(日)

バスケットボール 知 船橋市運動公園体育館

12／7
（木）

バレーボール 精 千葉ポートアリーナ

12／10
（日）

バレーボール 知 身(聴)
浦安市運動公園総合体育館（バルドラール
浦安アリーナ）

　※障害別   　身・ ・ ・ 身体障害者、  知・ ・ ・ 知的障害者、  内・ ・ ・ 内部障害者、  精・ ・ ・ 精神障害者
　　　　【 (聴)聴覚障害者、 (視)視覚障害者、 (肢)肢体障害者】

５／２8
（日）
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（３）パラスポーツ交流大会「パラスポーツフェスタちば」 

パラスポーツの普及や魅力発信、パラスポーツを通じた共生社会の実現を目的に、千葉市等と連携

し、平成２８年度から「パラスポーツフェスタちば」を開催しています。 

障害のある人もない人もパラスポーツを体験し、パラスポーツを通じて交流する機会を創出します。 

また、令和４年度から、東葛飾方面でも「パラスポーツフェスタとうかつ」を開催しています。 

＜パラスポーツフェスタちば開催実績＞ 

年度 開催日 参加人数 

Ｈ２８ ９月３日（土） ８６１人  

Ｈ２９ ９月２日（土） ２，９９４人  

Ｈ３０ ９月８日（土） ３，９８５人  

Ｒ１ ８月３１日（土） １０，０９１人  

Ｒ２ １１月１４日（土） ２，５２８人※ 

Ｒ３ １１月２３日（火・祝） ３，９８１人※ 

Ｒ４ ９月３日（土） ３，３２６人※ 

Ｒ５ ９月２日（土） － 

 ＜パラスポーツフェスタとうかつ開催実績＞ 

年度 開催日 参加人数 

Ｒ４ １２月１０日（土） ５９７人※ 

Ｒ５ １２月 ２日（土） － 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策のため事前申区制として実施 

（４）パラスポーツコーディネーター派遣事業 

一般社団法人千葉県障がい者スポーツ協会が、障害のある人が県内の全ての地域でスポーツに親

しめる環境を拡充するため、市町村等が継続的・主体的に障害者スポーツ大会、体験会、教室等（以

下「大会等」という。）に取り組むことができるよう、コーディネーターを派遣し、必要な支援を行

います。また、障害者スポーツの普及振興に意欲のある、障害者施設を運営する法人、競技団体等

（以下「派遣希望団体」という。）が広域的な障害者スポーツの拠点づくりを目的とした障害者ス

ポーツ体験会や普及啓発イベント等を行う際にコーディネーターを派遣し、必要な支援を行います。 

○対 象 市町村及び派遣希望団体 

○内 容   

１ 市町村等と地域の大学や学校、障害者スポーツ指導員、競技団体等のコーディネート 

２ 大会等の企画・運営の協力 

３ 大会等に必要な競技スタッフの派遣や競技用具の貸出し、パラアスリートの派遣等 
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４ 障害者スポーツの用に供する施設や運営主体の掘り起こし 

５ 人材育成、人材同士の交流促進 

（５）パラスポーツ指導者養成事業 

 ①パラスポーツ指導員研修会 

  パラスポーツ指導員をはじめ、障害のある人の活動を支える方のスキルアップを目的として開催し

ています。 

 ○期 日 令和５年５月４日 （木・祝） 

 ○会 場 千葉県スポーツ科学センター第１研修室 

 ○対 象 障がい者スポーツ指導員、 パラスポーツ指導に関心のある方（県内在住・在勤者） 

 ○内 容 ユニバーサルスポーツ体験と交流 

 

 ②初級パラスポーツ指導者養成講習会 

  公益財団法人パラスポーツ協会公認の初級パラスポーツ指導員向けに開催します。 

 ○期 日 千葉県スポーツ科学センター 

 ○対 象 初級パラスポーツ指導員 

 ○内 容 パラスポーツの推進の取組み、障がいの理解等スポーツ等 

 

（６）パラスポーツ競技団体支援事業 

障害者スポーツ競技団体の活性化や競技人口等の増加を図るため、各競技団体等が競技の普及の

ために実施する体験会等に対して助成を行います。 

  ○補助先 (一社)千葉県障がい者スポーツ協会 

  ○対 象 パラリンピック又は全国障害者スポーツ大会競技種目に係る体験会等 

  ○上限額 1団体 ２５万円～４０万円以内 

（７）国際障害者スポーツ競技大会支援事業 

国際スポーツ大会の誘致・開催を進め、本県のスポーツの振興、地域の活性化、本県の魅力発信

に資するため、大規模な国際スポーツ競技大会の開催に対する補助制度を創設していきます。 

東京２０２０パラリンピック競技大会の開催を契機として県民のパラスポーツに対する関心が高

まる中、国際的なパラスポーツ大会が県内で開催されることで、大会関係者や選手との交流を通じ

てパラスポーツの認知度向上や共生社会の実現を図ります。 

  ○補助対象事業 県内市町村又は県内市町村が構成員となる団体、国内競技連盟 


